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二
十
代
の
頃
か
ら
勤
務
す
る
会
社
の
コ
ー
ラ

ス
部
、
男
声
合
唱
団
に
所
属
。
昭
和
51
年
か
ら

は
和
歌
山
県
第
九
合
唱
団
に
も
入
団
さ
れ
る
な

ど
、
幅
広
く
活
動
さ
れ
て
き
た
。 

　
昨
年
本
市
文
化
賞
を
受
賞
し
た
成
川
守
彦
氏

ら
と
平
成
６
年
に
有
田
市
民
合
唱
団
（
混
声
）

の
結
成
に
携
わ
り
、
長
年
事
務
局
と
し
て
運
営

を
担
っ
て
こ
ら
れ
、
平
成
24
年
か
ら
は
同
団
体

の
団
長
を
務
め
ら
れ
て
い
る
。

　
有
田
市
芸
能
大
会
の
実
行
委
員
長
を
平
成
25

年
か
ら
務
め
ら
れ
て
お
り
、
芸
能
大
会
の
ゲ
ス

ト
出
演
枠
の
年
代
の
裾
野
を
広
げ
る
と
と
も

に
、
大
会
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
を
自
ら
考
案

さ
れ
る
な
ど
、
当
大
会
の
盛
り
上
げ
に
尽
力
さ

れ
て
き
た
。

　
平
成
28
年
か
ら
は
、
毎
年
２
月
に
行
わ
れ
て

い
る
オ
レ
ン
ジ
コ
ン
サ
ー
ト
の
実
行
委
員
長
を

務
め
ら
れ
、
中
学
生
や
高
校
生
に
多
く
の
観
客

の
前
で
演
じ
る
機
会
を
提
供
で
き
る
よ
う
積
極

的
に
働
き
か
け
を
行
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
今
年
度
か
ら
発
足
し
た
「
橘
の
里
コ
ン

サ
ー
ト
」
実
行
委
員
長
を
務
め
ら
れ
、
10
月
に
行

わ
れ
た
演
奏
会
で
は
来
場
さ
れ
た
多
く
の
方
々
と

日
本
を
代
表
す
る
プ
ロ
の
演
奏
に
触
れ
、
ク
ラ

シ
ッ
ク
音
楽
の
素
晴
ら
し
さ
を
共
有
さ
れ
た
。

　
現
在
は
、
有
田
市
民
会
館
自
主
事
業
実
行
委

員
会
委
員
と
し
て
、
２
年
前
に
完
成
し
た
紀
文

ホ
ー
ル
を
拠
点
と
し
た
文
化
活
動
に
も
精
力
的

に
取
り
組
ま
れ
る
な
ど
、
本
市
文
化
の
振
興
に

寄
与
さ
れ
て
い
る
。

　
長
年
、
市
内
の
小
学
校
教
諭
と
し
て
勤
め
、

「
心
に
響
く
授
業
、
学
ぶ
こ
と
が
喜
び
と
な
る

授
業
づ
く
り
」
を
め
ざ
し
て
研
鑽
し
、
創
意
工

夫
し
た
学
習
指
導
の
実
践
に
取
り
組
ま
れ
た
。

　
大
学
時
代
に
そ
の
時
の
気
持
ち
を
簡
単
な
歌

詞
で
表
現
す
る
こ
と
に
喜
び
を
覚
え
た
経
験
か

ら
、
こ
れ
ま
で
に
赴
任
し
た
学
校
に
お
い
て
、

地
域
に
根
ざ
し
た
暮
ら
し
や
文
化
を
歌
に
詠

み
、
そ
の
時
々
に
感
じ
る
子
ど
も
た
ち
に
伝
え

た
い
想
い
を
歌
詞
に
託
し
て
、
一
緒
に
歌
う
こ

と
で
児
童
の
家
族
愛
や
郷
土
愛
の
向
上
に
つ
な

げ
ら
れ
て
き
た
。

　
有
田
市
の
四
季
折
々
の
良
さ
が
表
現
さ
れ
た

「
ぼ
く
の
ま
ち
」
や
み
ん
な
の
輪
の
中
に
入
る

の
が
苦
手
な
男
の
子
の
気
持
ち
を
歌
っ
た
「
赤

い
か
い
じ
ゅ
う
の
う
た
」
は
、
保
田
小
学
校
に

お
い
て
歌
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、「
お
じ
い
ち
ゃ

ん
の
み
か
ん
」
は
、
み
か
ん
作
り
に
情
熱
を
注

ぐ
祖
父
か
ら
受
け
た
愛
情
を
表
現
し
、
宮
原
小

学
校
で
歌
わ
れ
て
い
る
。そ
し
て
、「
は
ま
っ
子
」

は
、
漁
師
ま
ち
で
生
き
る
家
族
の
姿
を
誇
り
に

思
い
な
が
ら
育
っ
た
子
ど
も
の
視
点
か
ら
表
現

さ
れ
、
田
鶴
小
学
校
で
歌
わ
れ
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
の
曲
は
、
子
ど
も
た
ち
を
は
じ
め
、

保
護
者
、
地
域
の
方
々
に
郷
土
へ
の
愛
着
を
感

じ
さ
せ
、
い
つ
ま
で
も
「
心
に
残
る
曲
」
と
し

て
、
現
在
も
音
楽
会
な
ど
を
中
心
に
長
年
に
わ

た
り
歌
い
継
が
れ
て
お
り
、
そ
の
功
績
は
、
地

域
文
化
の
向
上
及
び
発
展
に
大
き
く
貢
献
さ
れ

て
い
る
。

　
高
校
卒
業
後
に
上
京
し
、
芸
能
事
務
所
株
式

会
社
ア
ミ
ュ
ー
ズ
に
所
属
、
平
成
９
年
、
２
人

組
ユ
ニ
ッ
ト
を
結
成
し
メ
ジ
ャ
ー
デ
ビ
ュ
ー
を

果
た
さ
れ
た
。
そ
の
後
、Ｃ
Ｄ
発
売
や
ラ
ジ
オ

番
組
「
オ
ー
ル
ナ
イ
ト
ニ
ッ
ポ
ン
」
の
レ
ギ
ュ

ラ
ー
出
演
な
ど
約
６
年
間
活
動
し
、
平
成
15
年

に
和
歌
山
へ
帰
郷
。
市
民
会
館
で
の
ワ
ン
マ
ン

ラ
イ
ブ
、
地
元
企
業
の
Ｃ
Ｍ
ソ
ン
グ
制
作
・
発

表
な
ど
の
活
動
を
さ
れ
た
。

　
平
成
21
年
、
本
市
の
ま
ち
づ
く
り
サ
ポ
ー

タ
ー
に
就
任
し
、
紀
文
ま
つ
り
花
火
大
会
な
ど

に
出
演
し
、
自
然
体
で
観
客
と
一
体
と
な
っ
た

Ｍ
Ｃ
を
務
め
ら
れ
る
な
ど
、
ま
ち
の
活
性
化
に

寄
与
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
地
域
の
特
色
に
ち

な
ん
だ
作
詞
、
作
曲
も
手
が
け
ら
れ
て
い
る
。

代
表
的
な
作
品
と
し
て
、
市
の
地
名
や
名
所
を

歌
詞
に
織
り
込
ん
で
紹
介
し
た
「
箕
島
駅
」
や

太
刀
魚
（
た
っ
ち
ょ
）
の
加
工
品
の
Ｐ
Ｒ
ソ
ン

グ
「
ド
ン
・
た
っ
ち
ょ
く
ん
物
語
」
が
あ
る
。

「
ド
ン
・
た
っ
ち
ょ
く
ん
物
語
」
は
、
保
育
所

や
小
学
校
等
の
子
ど
も
た
ち
も
一
緒
に
歌
い
な

が
ら
踊
る
な
ど
、
こ
れ
ま
で
数
多
く
の
ご
当
地

ソ
ン
グ
に
よ
り
地
域
の
活
性
化
に
貢
献
さ
れ
て

い
る
。

　
今
後
は
、
市
内
の
み
な
ら
ず
市
外
の
方
々
に

も
有
田
市
の
文
化
的
な
魅
力
を
発
信
で
き
る
歌

を
作
り
、
自
身
が
架
け
橋
と
な
っ
て
地
域
を
盛

り
上
げ
る
こ
と
を
め
ざ
し
て
い
る
。
氏
の
音
楽

活
動
は
、
本
市
文
化
の
振
興
に
寄
与
さ
れ
て
お

り
、今
後
も
更
な
る
活
躍
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

文
化
功
労
賞

文
化
奨
励
賞

文
化
奨
励
賞

中島 玲子 氏
なか しま れい こ

令和元年度有田市文化賞

　
こ
の
賞
は
、
本
市
文
化
の
発

展
に
貢
献
し
た
と
認
め
ら
れ
る

個
人
ま
た
は
団
体
に
対
し
、
そ

の
功
績
を
た
た
え
市
長
が
表
彰

す
る
も
の
で
、
今
回
で
27
回
目

の
表
彰
と
な
り
ま
す
。

　
11
月
７
日
（
木
）
に
表
彰
式

を
行
い
、
次
の
方
々
を
表
彰
し

ま
し
た
の
で
、ご
紹
介
し
ま
す
。

Arida Information
～有田市からのおしらせ～

人口・世帯数
【令和元年11月 1日現在】

人口　27,787人（前月比-28人）
男　13,223人　女　14,564人
世帯数　11,747戸

野田 政男 氏
の だ まさ お

大峯 章嗣 氏
おお みね しょう じ
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■
市
役
所
・
市
立
病
院
・
水
道
事
務
所

　保
健
セ
ン
タ
ー

　
12
月
28
日（
土
）〜
令
和
２
年
１
月
３
日（
金
）

は
業
務
を
休
業
し
ま
す
。
業
務
休
業
中
、
婚
姻
、

出
生
、
死
亡
な
ど
の
戸
籍
の
届
出
に
限
っ
て
、

市
役
所
警
備
室
（
市
役
所
１
階
駐
車
場
入
口
）

に
て
受
付
し
ま
す
。
市
立
病
院
で
の
緊
急
時
の

診
察
等
に
つ
い
て
は
℡
82 

ー 

２
１
５
１
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

■
有
田
地
方
休
日
急
患
診
療
所
の

年
末
年
始
の
診
療
に
つ
い
て

年
末
年
始
の
診
療
日
　
12
月
30
日
（
月
）
〜

　
令
和
２
年
１
月
３
日
（
金
）

診
療
時
間
　
10
時
〜
16
時

　※

受
付
は
15
時
30
分
ま
で

診
療
科
目
　
内
科
・
小
児
科

※
詳
し
く
は
和
歌
山
地
方
法
務
局
戸
籍
課
ま
で

お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
和
歌
山
地
方
法
務
局
　
戸
籍
課
　
　

　
　
℡
０
７
３ 
ー 
４
２
２ 

ー 

５
１
３
１
（
代
表
）

　
住
み
慣
れ
た
地
域
で
ず
っ
と
元
気
に
過
ご
せ

る
よ
う
、
身
体
や
心
の
機
能
を
維
持
す
る
目
的

で
行
う
教
室
で
す
。

■
柔
道
整
復
師
に
よ
る
教
室
（
無
料
）

　
ス
ト
レ
ッ
チ
・
軽
い
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
・

　
脳
ト
レ

■
や
わ
ら
元
気
体
操
（
無
料
）

申
込
み

・
有
田
整
骨
院
　
℡
83 

ー 

３
３
１
４

・
京
井
整
骨
院
　
℡
83 

ー 

６
１
６
２

・
し
ま
だ
整
骨
院
　
℡
83 

ー 

３
７
７
８

・
竹
中
接
骨
院
　
℡
83 

ー 

４
０
５
０

・
ま
ん
た
に
整
骨
院
　
℡
83 

ー 

５
１
５
１

・
宮
崎
町
名
倉
堂
接
骨
院
　
℡
83 

ー 

５
７
０
７

・
宮
原
名
倉
堂
接
骨
院
　
℡
88 

ー 

５
２
１
６

　
　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
℡
22 

ー 

３
５
４
０

　
年
末
年
始
の
ご
み
収
集
に
つ
い
て
は
、
特
別

収
集
体
制
で
実
施
し
ま
す
の
で
、
令
和
２
年
の

ご
み
出
し
カ
レ
ン
ダ
ー
を
ご
確
認
の
う
え
、
お

間
違
い
の
な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
ご
み
の
持
込
み
に
つ
い
て
は
、
年
末
年
始
は

混
雑
し
ま
す
の
で
、
お
早
め
に
お
持
込
み
く
だ

さ
い
。

　
　
生
活
環
境
課
　
℡
22 

ー 

３
５
６
５

申
込
み
先
　
各
清
掃
業
者

受
付
最
終
日
　
12
月
27
日
（
金
）
正
午
ま
で

受
付
開
始
日
　
令
和
２
年
１
月
７
日
（
火
）

　
年
末
は
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
お
早

め
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

　
　
有
田
市
清
掃
組
合
　
℡
83 

ー 

６
４
５
４

※

平
日
　
８
時
30
分
〜
正
午

①
公
的
な
身
分
証
明
書
と
し
て

　
運
転
免
許
証
な
ど
と
同
様
に
、

身
分
証
明
書
と
し
て
使
え
ま
す
。

②
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
証
明
す
る
書
類
と
し
て

　
年
金
や
税
な
ど
の
手
続
き
で
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

を
求
め
ら
れ
て
も
、こ
れ
１
枚
で
大
丈
夫
で
す
。

③
行
政
手
続
き
や
民
間
サ
ー
ビ
ス
の
電
子
申
請
に

　
確
定
申
告
な
ど
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
民
間
サ
ー
ビ
ス
で
も

証
券
口
座
の
開
設
や
住
宅
ロ
ー
ン
の
締
結
で
利

用
さ
れ
始
め
て
い
ま
す
。（
今
後
拡
大
予
定
）

　
市
民
課
窓
口
に
て
、
無
料
で
申
請
用
の
写
真

を
お
撮
り
し
ま
す
。ぜ
ひ
お
手
続
き
く
だ
さ
い
。

　
　
市
民
課
　
℡
22 

ー 

３
５
６
１

　
令
和
２
年
１
月
６
日
（
月
）
か
ら
、
和
歌
山

地
方
法
務
局
に
お
け
る
国
籍
事
務
の
取
扱
い
が

変
更
さ
れ
、
県
内
に
住
所
を
有
す
る
方
の
申
請

又
は
届
出
等
に
つ
い
て
は
、
和
歌
山
地
方
法
務

局
戸
籍
課
に
お
い
て
の
み
取
り
扱
う
こ
と
と
な

り
ま
す
。

　
な
お
、
国
籍
選
択
に
関
す
る
相
談
に
つ
い
て

は
、
従
来
ど
お
り
和
歌
山
地
方
法
務
局
戸
籍
課

及
び
各
支
局
に
お
い
て
取
り
扱
い
ま
す
。

令
和
元
年
秋
の
叙
勲
・

　

 

第
33
回
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲
受
章
者

年
末
年
始
の
開
館
状
況

年
末
年
始
の
ト
イ
レ
の
汲
み
取
り

こ
ん
な
に
便
利
な
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

　
　
　
　
　

 

〜
無
料
で
取
得
で
き
ま
す
〜

和
歌
山
地
方
法
務
局
に
お
け
る

　
　
　
　
　
　

 

国
籍
事
務
の
取
扱
い
変
更

65
歳
を
迎
え
た
ら

　

 

介
護
予
防
運
動
教
室
に
参
加
し
よ
う
！

年
末
年
始
の
ご
み
の
収
集
・
持
込
み

問

問 問

問問

お
し
ら
せ

ごみの種類
燃えるごみ・粗大ごみ・
その他の不燃物

環境センター
（℡ 52-5384）

12月30日（月）
15時まで

１月６日（月）
８時30分から

プラスチック
有田再生資源協同組合
（株式会社古勝 吉備工場

12月27日（金）
15時まで

１月６日（月）
10時から

ビン・缶・ペットボトル
有田再生資源協同組合
（株式会社古勝 本社

　℡ 52-2002）

　℡ 63-1131）
（資源ごみ）新聞・雑誌・
段ボール・古布・古着

清掃センター
（℡ 82-5747）

12月27日（金）
17時15分まで

１月６日（月）
８時30分から

ごみの種類

持込み先

申込み先

年末最終日

受付最終日

年始開始日

受付開始日

粗大ごみ 清掃センター
（℡ 82-5747）

12月24日（火）
17時15分まで

１月６日（月）
８時30分から

　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
本
市
か
ら
次
の
方
々
が
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　
旭
日
単
光
章（
中
小
企
業
振
興
功
労
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
伊
藤 

修 

氏

　
瑞
宝
双
光
章（
消
防
功
労
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
古
川 

友
次 

氏

　
瑞
宝
単
光
章（
消
防
功
労
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
島
田 

博
嗣 

氏

い

と
う

お
さ
む

ふ
る
か
わ

と
も

し
ま

だ

ひ
ろ

じつ
ぐ

13：00～
13：30～
13：00～
13：30～
13：30～
13：30～
13：00～
13：00～
13：00～
13：00～
13：30～
13：30～

月曜日
月曜日
火曜日
火曜日
水曜日
水曜日
木曜日
木曜日
木曜日
金曜日
金曜日
金曜日

初島公民館
千田西公民館
宮崎公民館
須谷会館
糸我公民館
港会館
野みかんセンター
男浦コミュニティセンター
北原教育集会所
滝川原公民館
山地コミュニティセンター
新堂農事センター

時　間開催日場　　　所

※祝祭日や天候の都合等で開催日が変更になる場合があります。


